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森  和美 長田  享
①玉名市　②20歳　③音楽鑑賞

もり な が た すすむか ず み

①長洲町　②26歳　③釣り

開  大地 西嶋  輝一朗
①玉名市　②19歳　③野球 ①荒尾市　②22歳　③フットサル

糸永  祐章
①玉名市　②24歳　③釣り

平
成
28
年
度

新
規
採
用
職
員
紹
介

新
規
採
用
職
員
と
し
て
一
般
職
員
２
名
、

消
防
職
員
３
名
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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③
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願
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ARIAKE FIRE DEPAMEN
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AR
IA

KE FIRE DEPAMENT－特集特集 熊本地震から半年熊本地震から半年

ストップ・ザ・温暖化ストップ・ザ・温暖化
～未来へつなぐ～

　
組
合
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
第
３
期
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
３
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
27
年
度
は
猛
暑
や
台
風
の
影
響
を
受
け
、
複
数
の
項
目
で

数
値
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
軽
油
利
用
の
大
幅
削
減
を
達
成
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
削
減
が
大
き
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
の
成
果
が
出
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
結
果

《項目別状況》 ※平成23年度(基準年度)比較

温室効果ガス
排出項目

平成23年度
(kg)

平成27年度
(kg)

増　減　量
(kg) 増　減　率

ガソリン

灯 油

軽 油

Ａ 重 油

Ｌ Ｐ Ｇ

電 気

廃プラスチック類

自動車走行

廃棄物焼却量

し尿処理量

合 計

126,465

1,710,124

80,354

855,969

17,394

3,681,418

8,353,488

4,151

418,837

38,420

15,286,620

120,640

1,678,860

48,069

767,481

22,285

3,250,470

7,145,909

4,440

437,897

34,352

13,510,403

-5,825

-31,264

-32,285

-88,488

4,891

-430,948

-1,207,579

289

19,060

-4,068

-1,776,217

-4.6%

-1.83%

-40.17%

-10.33%

28.11%

-11.7%

-14.45%

6.96%

4.55%

-10.59%

-11.61%
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主

　な

　事

　業

◆
長
洲
分
署
・
緑
丘
庁
舎

　
　
　タ
ン
ク
車
更
新
整
備

　長
洲
分
署
・
緑
丘
庁
舎
の
タ
ン
ク

車
は
、と
も
に
16
年
以
上
経
過
し
、老

朽
化
に
よ
る
不
具
合
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、更
新
整
備
を
行
う
こ
と
で
、防

災
力
の
向
上
と
地
域
住
民
に
対
す
る

安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
維
持
を
図

り
ま
す
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　フ
ェ
ス
タ
の
開
催  

　東
部
環
境
セ
ン
タ
ー
と
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
で
は
、毎
年
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
家
具
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
品
抽
選
会
、押
し
花
の
小
物
作
り

や
マ
イ
箸
作
り
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
、楽
し
く
学

べ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
作
り
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

◆
結
婚
活
動
支
援
事
業  

　荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、出
会
い
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
な
る
お
見
合
い
や
、体
験

型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
、結
婚
や

恋
愛
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
男

女
が
、結
婚
に
向
か
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
支
援

し
ま
す
。

◆
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　基
幹
的
設
備
補
修

　老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
の
延
命
化

を
図
る
た
め
、環
境
省
に
よ
る
循
環

型
社
会
推
進
交
付
金
の
交
付
事
業
と

し
て
整
備
補
修
を
行
い
、今
後
の
安

定
し
た
廃
棄
物
処
理
を
行
う
と
と
も

に
温
暖
化
対
策
に
よ
る
環
境
保
全
に

努
め
ま
す
。

◆
有
機
性
廃
棄
物
リ
サ
イ

　
　
　ク
ル
推
進
施
設
整
備

　第
1
・
第
2
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、供

用
開
始
か
ら
と
も
に
20
年
以
上
が
経

過
し
、施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
原
因

に
よ
り
安
定
的
な
処
理
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

施
設
の
整
備
を
図
り
、環
境
保
全
に

努
め
ま
す
。

◆
事
務
局
庁
舎
移
転  

　組
合
は
、庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

平
成
29
年
1
月
よ
り
事
務
局
を
玉
名

市
役
所
岱
明
支
所
3
階
に
移
し
、職

員
の
執
務
環
境
を
確
保
し
、効
率
的

な
運
営
と
更
な
る
広
域
連
携
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

《歳 出》 ５１億８，９９９万円 《歳 入》 ５１億８，９９９万円

分担金及び負担金
36億7,554万円

使用料及び手数料
1億1,485万円

組合債
7億4,980万円財産収入

75万円

県支出金
750万円

繰入金
4,600万円

繰越金
5,959万円

諸収入
2,226万円

国庫支出金
5億1,370万円

衛　生　費
25億8,587万円

消　防　費
18億3,965万円

公債費
4億9,639万円

予　備　費
1,200万円

※各費目は四捨五入した金額となっております。

議　会　費
507万円

総　務　費
1億6,990万円

民生費
8,111万円

・
分
担
金
及
び
負
担
金

2
市
4
町
か
ら
の
負

担
金
で
す
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料

ご
み
処
理
手
数
料
や

消
防
関
係
の
手
数
料

な
ど
で
す
。

・
国
庫
支
出
金

事
業
に
対
し
て
国
か

ら
援
助
し
て
も
ら
え

る
資
金
で
す
。

・
県
支
出
金

事
業
に
対
し
て
県
か

ら
援
助
し
て
も
ら
え

る
資
金
で
す
。

・
財
産
収
入

土
地
の
使
用
料
や
基

金
の
積
立
金
で
す
。

・
繰
入
金

基
金（
貯
金
）の
取
り

崩
し
金
で
す
。

・
繰
越
金

前
年
度
決
算
の
繰
越

分
で
す
。

・
諸
収
入

そ
の
他
の
収
入
で
す
。

・
組
合
債

事
業
に
対
す
る
新
た

な
借
入
金
で
す
。

・
議
会
費

構
成
市
町
の
議
員
で

構
成
す
る
組
合
議
会

の
運
営
費
で
す
。

・
総
務
費

組
織
、条
例
・
規
則
関

係
、婚
活
支
援
事
業

な
ど
の
運
営
費
で
す
。

・
民
生
費

介
護
認
定
審
査
、障

が
い
者
総
合
支
援
審

査
な
ど
の
運
営
費
で

す
。

・
衛
生
費

斎
場
、し
尿
処
理
、ご

み
処
理
の
管
理
運
営

費
、フ
ェ
ス
タ
の
開

催
な
ど
に
必
要
な
運

営
費
で
す
。

・
消
防
費

防
災
力
の
充
実
、消

防
活
動
費
、緊
急
車

両
の
整
備
な
ど
の
運

営
費
で
す
。

・
公
債
費

各
施
設
の
建
設
・
整

備
・
補
修
に
要
し
た

借
金
の
返
済
金
で
す
。

・
予
備
費

　

緊
急
を
要
す
る
場
合

に
活
用
す
る
費
用
で

す
。

歳

　入

押
さ
え
て
お
き
た
い
財
政
用
語

歳

　出

平
成
28
年
度 

当
初
予
算

審　査　会介護認定
障がい者総合支援

平成27年度審査状況

２市４町の担当窓口で受け付けます。

認定調査・主治医意見書をもとに、コン
ピューターによる判定が行われます。

１次判定をもとに認定審査会で審査判
定が行われます。

２次判定をもとに市町より認定通知が
送付されます。

《 サービス利用まで 》

申　　請

１次判定

〈認定調査〉

〈主治医意見書〉

２次判定

認定通知

サービス利用開始

介護認定審査会の開催数は318回です。 障がい者総合支援審査会の開催数は24回です。

平成27年度
介護保険審査件数

市町名
荒尾市
玉名市
玉東町
南関町
長洲町
和水町
計

3,325件
4,785件
325件
780件
863件
778件

10,856件

審査件数
要支援1
1,745件

要支援2
1,845件

要介護3
1,075件

要介護5
765件

非該当
77件

要介護4
1,167件

要介護1
2,566件

※再調査6件、
　取り消し7件含む。

平成27年度
障がい者総合支援

審査件数
市町名
荒尾市
玉名市
玉東町
南関町
長洲町
和水町
計

107件
137件
14件
21件
32件
26件
337件

審査件数

※再調査2件含む。

要介護2
1,603件

区分2
62件4%1%1%

18%16%11%

7%

17%

15%

10%

23% 18%

14%

27%

19%

区分3
63件

区分4
60件

区分5
47件

区分6
89件

区分1
14件

（四捨五入しておりますので合計と一致しない場合があります。）
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状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

施
設
の
整
備
を
図
り
、環
境
保
全
に

努
め
ま
す
。

◆
事
務
局
庁
舎
移
転  

　組
合
は
、庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

平
成
29
年
1
月
よ
り
事
務
局
を
玉
名

市
役
所
岱
明
支
所
3
階
に
移
し
、職

員
の
執
務
環
境
を
確
保
し
、効
率
的

な
運
営
と
更
な
る
広
域
連
携
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

《歳 出》 ５１億８，９９９万円 《歳 入》 ５１億８，９９９万円

分担金及び負担金
36億7,554万円

使用料及び手数料
1億1,485万円

組合債
7億4,980万円財産収入

75万円

県支出金
750万円

繰入金
4,600万円

繰越金
5,959万円

諸収入
2,226万円

国庫支出金
5億1,370万円

衛　生　費
25億8,587万円

消　防　費
18億3,965万円

公債費
4億9,639万円

予　備　費
1,200万円

※各費目は四捨五入した金額となっております。

議　会　費
507万円

総　務　費
1億6,990万円

民生費
8,111万円

・
分
担
金
及
び
負
担
金

2
市
4
町
か
ら
の
負

担
金
で
す
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料

ご
み
処
理
手
数
料
や

消
防
関
係
の
手
数
料

な
ど
で
す
。

・
国
庫
支
出
金

事
業
に
対
し
て
国
か

ら
援
助
し
て
も
ら
え

る
資
金
で
す
。

・
県
支
出
金

事
業
に
対
し
て
県
か

ら
援
助
し
て
も
ら
え

る
資
金
で
す
。

・
財
産
収
入

土
地
の
使
用
料
や
基

金
の
積
立
金
で
す
。

・
繰
入
金

基
金（
貯
金
）の
取
り

崩
し
金
で
す
。

・
繰
越
金

前
年
度
決
算
の
繰
越

分
で
す
。

・
諸
収
入

そ
の
他
の
収
入
で
す
。

・
組
合
債

事
業
に
対
す
る
新
た

な
借
入
金
で
す
。

・
議
会
費

構
成
市
町
の
議
員
で

構
成
す
る
組
合
議
会

の
運
営
費
で
す
。

・
総
務
費

組
織
、条
例
・
規
則
関

係
、婚
活
支
援
事
業

な
ど
の
運
営
費
で
す
。

・
民
生
費

介
護
認
定
審
査
、障

が
い
者
総
合
支
援
審

査
な
ど
の
運
営
費
で

す
。

・
衛
生
費

斎
場
、し
尿
処
理
、ご

み
処
理
の
管
理
運
営

費
、フ
ェ
ス
タ
の
開

催
な
ど
に
必
要
な
運

営
費
で
す
。

・
消
防
費

防
災
力
の
充
実
、消

防
活
動
費
、緊
急
車

両
の
整
備
な
ど
の
運

営
費
で
す
。

・
公
債
費

各
施
設
の
建
設
・
整

備
・
補
修
に
要
し
た

借
金
の
返
済
金
で
す
。

・
予
備
費

　

緊
急
を
要
す
る
場
合

に
活
用
す
る
費
用
で

す
。

歳

　入

押
さ
え
て
お
き
た
い
財
政
用
語

歳

　出

平
成
28
年
度 

当
初
予
算

審　査　会介護認定
障がい者総合支援

平成27年度審査状況

２市４町の担当窓口で受け付けます。

認定調査・主治医意見書をもとに、コン
ピューターによる判定が行われます。

１次判定をもとに認定審査会で審査判
定が行われます。

２次判定をもとに市町より認定通知が
送付されます。

《 サービス利用まで 》

申　　請

１次判定

〈認定調査〉

〈主治医意見書〉

２次判定

認定通知

サービス利用開始

介護認定審査会の開催数は318回です。 障がい者総合支援審査会の開催数は24回です。

平成27年度
介護保険審査件数

市町名
荒尾市
玉名市
玉東町
南関町
長洲町
和水町
計

3,325件
4,785件
325件
780件
863件
778件

10,856件

審査件数
要支援1
1,745件

要支援2
1,845件

要介護3
1,075件

要介護5
765件

非該当
77件

要介護4
1,167件

要介護1
2,566件

※再調査6件、
　取り消し7件含む。

平成27年度
障がい者総合支援

審査件数
市町名
荒尾市
玉名市
玉東町
南関町
長洲町
和水町
計

107件
137件
14件
21件
32件
26件
337件

審査件数

※再調査2件含む。

要介護2
1,603件

区分2
62件4%1%1%

18%16%11%

7%

17%

15%

10%

23% 18%

14%

27%

19%

区分3
63件

区分4
60件

区分5
47件

区分6
89件

区分1
14件

（四捨五入しておりますので合計と一致しない場合があります。）
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婚

　
　活

財

　
　政

消
防
本
部

環

　
　境

婚

　
　活

介
護
保
険

消
防
本
部

TO
P

IC
S

【環境標語】 この町の　ごみをいっきに　リサイクル　《特選／蒲原  敬人（かまはら けいと）さん　玉名小》【環境標語】 リサイクル　まだまだ使える　資源ごみ　《特選／村  彩花（よしむら あやか）さん　小天小》

　
平
成
28
年
4
月
14
日
（
木
）
午
後
9
時

26
分
ご
ろ
、
熊
本
県
益
城
町
を
震
源
と
す

る
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
発
生
。
の
ち
に「
前

震
」
と
い
わ
れ
る
熊
本
地
震
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
玉
名
消
防
署
警
防
１
課
長
坂
井
昭
宏

（
52
歳
）
は
、
前
震
の
発
生
当
時
、
玉
名
市

で
行
わ
れ
る
玉
名
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大

会
の
指
導
の
た
め
、
桃
田
運
動
公
園
に
い
た
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
揺
れ
に

身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ

た
の
を
確
認
し
、
す
ぐ
さ
ま
玉
名
消
防
署
へ

戻
り
、
状
況
の
把
握
と
出
動
要
請
が
いつ
あ
っ

て
も
い
い
よ
う
に
準
備
に
努
め
た
。
午
後
10

時
17
分
第
1
次
隊
派
遣
。
消
防
本
部
か
ら

は
、
坂
井
課
長
の
指
揮
隊
と
救
助
隊
・
消

防
隊
・
救
急
隊
の
4
隊
16
名
が
出
動
し
た
。

被
害
状
況
が
掴
め
て
い
な
い
中
、
熊
本
市
北

消
防
署
へ
到
着
し
た
。「
嘉
島
町
の
シ
ョッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
火
災
が
発
生
し
て
い

る
」
な
ど
の
誤
っ
た
情
報
も
あ
り
、
ど
の
情

報
が
正
確
な
も
の
な
の
か
を
掴
む
た
め
熊
本

市
消
防
局
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
詳
細
な

情
報
は
な
く
、
テ
レ
ビ
が
情
報
源
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
た
め
、
被
害
が
甚
大
な
益
城
西

原
消
防
署
へ
向
か
う
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
到

着
し
た
益
城
西
原
消
防
署
は
通
信
機
器
な

ど
壊
滅
状
態
で
、
２
階
部
分
は
使
用
不
能
の

状
態
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
を
行
い
、
20
件

以
上
の
下
敷
き
な
ど
の
救
助
を
求
め
る
連
絡

が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
益
城
町
役

場
へ
移
動
し
た
。
到
着
す
る
と
、
そ
こ
に
は

行
き
場
を
失
い
、
身
一つ
の
状
態
で
避
難
し
て

き
た
住
民
の
方
た
ち
が
駐
車
場
を
埋
め
尽
く

す
か
の
よ
う
に
集
ま
って
い
た
。
騒
然
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
木
山
地
区
で
倒
壊
に
よ
る
閉

じ
込
め
な
ど
が
３
件
同
時
発
生
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
全
て
の
現
場
の
指
揮
を
執
る
よ
う
指

示
が
あ
り
、
他
の
消
防
本
部
と
連
携
し
、

救
助
場
所
へ
向
か
っ
た
。

　
到
着
現
場
は
、
見
渡
す
限
り
足
の
踏
み

場
も
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
今
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
光
景
に
息
を
の
み
、
は
や
る
気
持

ち
を
抑
え
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま
体
制
を
整

え
、
救
助
に
向
か
っ
た
。
足
元
は
が
れ
き
で

覆
わ
れ
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
天
井
下

を
視
界
の
悪
い
中
、
地
震
警
報
器
を
携
行
し

な
が
ら
作
業
を
行
っ
た
。
時
折
襲
っ
て
く
る

強
い
余
震
に
、
隊
員
た
ち
は
恐
怖
を
感
じ
な

が
ら
も
、
救
助
を
待
つ
人
た
ち
を
助
け
る
と

い
う
使
命
感
の
元
、
必
死
で
救
出
に
あ
た
っ

た
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、当
消
防
本
部
か
ら
は
、

延
べ
10
回
の
出
動
で
、
計
14
隊
50
名
の
隊
員

が
、
益
城
町
や
南
阿
蘇
村
な
ど
の
被
災
が
激

し
か
っ
た
地
域
へ
派
遣
さ
れ
救
助
活
動
な
ど

を
行
っ
た
。
隊
を
指
揮
し
た
坂
井
課
長
は
、

災
害
現
場
に
向
か
う
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
「
熱
く
な
ら
ず
、常
に
状
況
を
判
断
し
、

冷
静
で
い
る
こ
と
を
第
一で
考
え
て
い
る
」
と

語
る
。
そ
れ
は
、
災
害
や
事
故
の
現
場
に
お

い
て
、
一
番
興
奮
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
当
事

者
で
あ
っ
て
、
消
防
職
員
は
い
か
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
冷
静
に
対
処
し
、
相
手
に
安
心

感
を
与
え
、
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く

こ
と
で
あ
る
。

　『
熊
本
で
は
、
大
き
な
地
震
は
起
き
な
い
』

神
話
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
て
、
起
こって
し

ま
っ
た
今
回
の
大
地
震
。
幸
い
に
も
管
内
で

の
死
者
は
な
か
っ
た
が
、
家
屋
の
全
壊
や
半

壊
な
ど
の
被
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
未

だ
に
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人

た
ち
も
大
勢
お
ら
れ
る
。

　「
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
」
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
だ
が
、
今
回
の

地
震
で
、
本
当
に
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
う
二
度
と
こ
の
よ

う
な
経
験
は
し
な
く
て
良
い
と
、
誰
も
が
願
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
い
つ
、
い
か
な
る
災
害
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
以
上
、
個
々
に
災

害
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、

坂
井
課
長
は
「
ま
ず
災
害
が
発
生
し
た
と

き
は
、
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
今
回
の
地
震
が
少
し
で
も
多

く
の
人
た
ち
に
備
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」

と
話
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
出
動
要
請

思
い
や
り
と
冷
静
さ

荒尾市県 玉名市 玉東町 南関町 長洲町 和水町

4

5弱

0

0

0

44

7

7

1,395

8,166

29,225

130,119

4/14

4/16

人

棟

棟

棟

最大震度

軽 傷 者

全　　壊

半　　壊

一部破損

6弱

6弱

5

9

70

1,007

4

5強

1

13

117

239

4

5弱

1

1

1

74

5弱

5強

0

0

0

50

5弱

6弱

3

0

33

67

熊
本
地
震
か
ら
半
年

　
　
　消
防
士
が
み
た
被
災
地 ―

 

熊
本 ―

ARIAKE FIRE DEPAMEN
T－

AR
IA

KE FIRE DEPAMENT－特集

熊本県及び荒尾玉名管内の被害状況
H28.9.6　17：00発表　熊本県災害警戒本部
※この数値は、現段階の速報値であって、確定値ではありません。

①

②

③

④ ①⑤⑤

②

③

④

①
④
南
阿
蘇
村
で
の
行
方
不
明
者
捜
索
活
動

　②
⑤
倒
壊
し
た
家
屋

で
の
救
助
活
動

　③
被
災
し
た
益
城
町

１.持ち出し袋
　　家族の最低２～３日分入る容量のもの
　　（油性ペンで目立つ箇所に住所・氏名・血液型・
　　  電話番号を記入する。）

２.懐中電灯
　　電池切れに注意し、乾電池を余分に準備する。

３. 飲料水
　　１人当たり１日２L の飲料水を確保する。

４.軍手（革手袋）
　　すべり止め付き軍手が望ましい。

５.携帯ラジオ
　　電池切れに注意し、乾電池を余分に準備する。

６.簡易食料
　　すぐに食べられる食料を用意する。
　　（乾パン、チョコレートなど）

７.ライター、ローソク
　　明かりや煮炊きするときの種火として使える。

他にも家庭によって必要なものを持ち出し袋にまとめ
て、すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう‼

非常時の備え！！「非常用持ち出し袋」

玉名消防署

坂井昭宏 警防1課長

4
月
14
日（
第
1
次
派
遣
指
揮
隊
出
場
時
系
列
）

21
時
26
分
▼
震
度
7
地
震
発
生（
前
震
）

22
時
5
分
▼
熊
本
県
が
消
防
庁
へ

　
　
　
　
　緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請

　
　7
分
▼
震
度
6
弱
地
震
発
生

　
　11
分
▼
全
職
員
参
集
に
よ
る

　
　
　
　
　第
3
警
備
態
勢
発
令

　
　22
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　27
分
▼
指
揮
隊
、
熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

　
　38
分
▼
震
度
5
地
震
発
生

　
　50
分
▼
熊
本
市
北
消
防
署
経
由
に
て

　
　
　
　
　情
報
収
集
後
、

　
　
　
　
　熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

23
時
2
分
▼
熊
本
市
消
防
局
到
着
後
、

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
へ
出
場

　
　28
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　43
分
▼
震
度
6
強
地
震
発
生

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
到
着

0
時
24
分
▼
益
城
町
役
場
へ
出
場

　
　30
分
▼
益
城
町
役
場
到
着

　
　47
分
▼
木
山
地
区
へ
出
場

　
　50
分
▼
木
山
地
区
到
着
、
活
動
開
始

2
時
38
分
▼
救
出
完
了

さ
か

さか あき ひろいあ
き
ひ
ろ

い

4
月
14
日（
第
1
次
派
遣
指
揮
隊
出
場
時
系
列
）

21
時
26
分
▼
震
度
7
地
震
発
生（
前
震
）

22
時
5
分
▼
熊
本
県
が
消
防
庁
へ

　
　
　
　
　緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請

　
　7
分
▼
震
度
6
弱
地
震
発
生

　
　11
分
▼
全
職
員
参
集
に
よ
る

　
　
　
　
　第
3
警
備
態
勢
発
令

　
　22
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　27
分
▼
指
揮
隊
、
熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

　
　38
分
▼
震
度
5
地
震
発
生

　
　50
分
▼
熊
本
市
北
消
防
署
経
由
に
て

　
　
　
　
　情
報
収
集
後
、

　
　
　
　
　熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

23
時
2
分
▼
熊
本
市
消
防
局
到
着
後
、

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
へ
出
場

　
　28
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　43
分
▼
震
度
6
強
地
震
発
生

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
到
着

0
時
24
分
▼
益
城
町
役
場
へ
出
場

　
　30
分
▼
益
城
町
役
場
到
着

　
　47
分
▼
木
山
地
区
へ
出
場

　
　50
分
▼
木
山
地
区
到
着
、
活
動
開
始

2
時
38
分
▼
救
出
完
了
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【環境標語】 この町の　ごみをいっきに　リサイクル　《特選／蒲原  敬人（かまはら けいと）さん　玉名小》【環境標語】 リサイクル　まだまだ使える　資源ごみ　《特選／村  彩花（よしむら あやか）さん　小天小》

　
平
成
28
年
4
月
14
日
（
木
）
午
後
9
時

26
分
ご
ろ
、
熊
本
県
益
城
町
を
震
源
と
す

る
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
発
生
。
の
ち
に「
前

震
」
と
い
わ
れ
る
熊
本
地
震
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
玉
名
消
防
署
警
防
１
課
長
坂
井
昭
宏

（
52
歳
）
は
、
前
震
の
発
生
当
時
、
玉
名
市

で
行
わ
れ
る
玉
名
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大

会
の
指
導
の
た
め
、
桃
田
運
動
公
園
に
い
た
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
揺
れ
に

身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ

た
の
を
確
認
し
、
す
ぐ
さ
ま
玉
名
消
防
署
へ

戻
り
、
状
況
の
把
握
と
出
動
要
請
が
いつ
あ
っ

て
も
い
い
よ
う
に
準
備
に
努
め
た
。
午
後
10

時
17
分
第
1
次
隊
派
遣
。
消
防
本
部
か
ら

は
、
坂
井
課
長
の
指
揮
隊
と
救
助
隊
・
消

防
隊
・
救
急
隊
の
4
隊
16
名
が
出
動
し
た
。

被
害
状
況
が
掴
め
て
い
な
い
中
、
熊
本
市
北

消
防
署
へ
到
着
し
た
。「
嘉
島
町
の
シ
ョッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
火
災
が
発
生
し
て
い

る
」
な
ど
の
誤
っ
た
情
報
も
あ
り
、
ど
の
情

報
が
正
確
な
も
の
な
の
か
を
掴
む
た
め
熊
本

市
消
防
局
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
詳
細
な

情
報
は
な
く
、
テ
レ
ビ
が
情
報
源
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
た
め
、
被
害
が
甚
大
な
益
城
西

原
消
防
署
へ
向
か
う
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
到

着
し
た
益
城
西
原
消
防
署
は
通
信
機
器
な

ど
壊
滅
状
態
で
、
２
階
部
分
は
使
用
不
能
の

状
態
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
を
行
い
、
20
件

以
上
の
下
敷
き
な
ど
の
救
助
を
求
め
る
連
絡

が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
益
城
町
役

場
へ
移
動
し
た
。
到
着
す
る
と
、
そ
こ
に
は

行
き
場
を
失
い
、
身
一つ
の
状
態
で
避
難
し
て

き
た
住
民
の
方
た
ち
が
駐
車
場
を
埋
め
尽
く

す
か
の
よ
う
に
集
ま
って
い
た
。
騒
然
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
木
山
地
区
で
倒
壊
に
よ
る
閉

じ
込
め
な
ど
が
３
件
同
時
発
生
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
全
て
の
現
場
の
指
揮
を
執
る
よ
う
指

示
が
あ
り
、
他
の
消
防
本
部
と
連
携
し
、

救
助
場
所
へ
向
か
っ
た
。

　
到
着
現
場
は
、
見
渡
す
限
り
足
の
踏
み

場
も
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
今
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
光
景
に
息
を
の
み
、
は
や
る
気
持

ち
を
抑
え
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま
体
制
を
整

え
、
救
助
に
向
か
っ
た
。
足
元
は
が
れ
き
で

覆
わ
れ
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
天
井
下

を
視
界
の
悪
い
中
、
地
震
警
報
器
を
携
行
し

な
が
ら
作
業
を
行
っ
た
。
時
折
襲
っ
て
く
る

強
い
余
震
に
、
隊
員
た
ち
は
恐
怖
を
感
じ
な

が
ら
も
、
救
助
を
待
つ
人
た
ち
を
助
け
る
と

い
う
使
命
感
の
元
、
必
死
で
救
出
に
あ
た
っ

た
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、当
消
防
本
部
か
ら
は
、

延
べ
10
回
の
出
動
で
、
計
14
隊
50
名
の
隊
員

が
、
益
城
町
や
南
阿
蘇
村
な
ど
の
被
災
が
激

し
か
っ
た
地
域
へ
派
遣
さ
れ
救
助
活
動
な
ど

を
行
っ
た
。
隊
を
指
揮
し
た
坂
井
課
長
は
、

災
害
現
場
に
向
か
う
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
「
熱
く
な
ら
ず
、常
に
状
況
を
判
断
し
、

冷
静
で
い
る
こ
と
を
第
一で
考
え
て
い
る
」
と

語
る
。
そ
れ
は
、
災
害
や
事
故
の
現
場
に
お

い
て
、
一
番
興
奮
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
当
事

者
で
あ
っ
て
、
消
防
職
員
は
い
か
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
冷
静
に
対
処
し
、
相
手
に
安
心

感
を
与
え
、
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く

こ
と
で
あ
る
。

　『
熊
本
で
は
、
大
き
な
地
震
は
起
き
な
い
』

神
話
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
て
、
起
こって
し

ま
っ
た
今
回
の
大
地
震
。
幸
い
に
も
管
内
で

の
死
者
は
な
か
っ
た
が
、
家
屋
の
全
壊
や
半

壊
な
ど
の
被
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
未

だ
に
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人

た
ち
も
大
勢
お
ら
れ
る
。

　「
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
」
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
だ
が
、
今
回
の

地
震
で
、
本
当
に
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
う
二
度
と
こ
の
よ

う
な
経
験
は
し
な
く
て
良
い
と
、
誰
も
が
願
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
い
つ
、
い
か
な
る
災
害
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
以
上
、
個
々
に
災

害
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、

坂
井
課
長
は
「
ま
ず
災
害
が
発
生
し
た
と

き
は
、
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
今
回
の
地
震
が
少
し
で
も
多

く
の
人
た
ち
に
備
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」

と
話
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
出
動
要
請

思
い
や
り
と
冷
静
さ

荒尾市県 玉名市 玉東町 南関町 長洲町 和水町

4

5弱

0

0

0

44

7

7

1,395

8,166

29,225

130,119

4/14

4/16

人

棟

棟

棟

最大震度

軽 傷 者

全　　壊

半　　壊

一部破損

6弱

6弱

5

9

70

1,007

4

5強

1

13

117

239

4

5弱

1

1

1

74

5弱

5強

0

0

0

50

5弱

6弱

3

0

33

67

熊
本
地
震
か
ら
半
年

　
　
　消
防
士
が
み
た
被
災
地 ―

 

熊
本 ―

ARIAKE FIRE DEPAMEN
T－

AR
IA

KE FIRE DEPAMENT－特集

熊本県及び荒尾玉名管内の被害状況
H28.9.6　17：00発表　熊本県災害警戒本部
※この数値は、現段階の速報値であって、確定値ではありません。

①

②

③

④ ①⑤⑤

②

③

④

①
④
南
阿
蘇
村
で
の
行
方
不
明
者
捜
索
活
動

　②
⑤
倒
壊
し
た
家
屋

で
の
救
助
活
動

　③
被
災
し
た
益
城
町

１.持ち出し袋
　　家族の最低２～３日分入る容量のもの
　　（油性ペンで目立つ箇所に住所・氏名・血液型・
　　  電話番号を記入する。）

２.懐中電灯
　　電池切れに注意し、乾電池を余分に準備する。

３. 飲料水
　　１人当たり１日２L の飲料水を確保する。

４.軍手（革手袋）
　　すべり止め付き軍手が望ましい。

５.携帯ラジオ
　　電池切れに注意し、乾電池を余分に準備する。

６.簡易食料
　　すぐに食べられる食料を用意する。
　　（乾パン、チョコレートなど）

７.ライター、ローソク
　　明かりや煮炊きするときの種火として使える。

他にも家庭によって必要なものを持ち出し袋にまとめ
て、すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう‼

非常時の備え！！「非常用持ち出し袋」

玉名消防署

坂井昭宏 警防1課長

4
月
14
日（
第
1
次
派
遣
指
揮
隊
出
場
時
系
列
）

21
時
26
分
▼
震
度
7
地
震
発
生（
前
震
）

22
時
5
分
▼
熊
本
県
が
消
防
庁
へ

　
　
　
　
　緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請

　
　7
分
▼
震
度
6
弱
地
震
発
生

　
　11
分
▼
全
職
員
参
集
に
よ
る

　
　
　
　
　第
3
警
備
態
勢
発
令

　
　22
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　27
分
▼
指
揮
隊
、
熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

　
　38
分
▼
震
度
5
地
震
発
生

　
　50
分
▼
熊
本
市
北
消
防
署
経
由
に
て

　
　
　
　
　情
報
収
集
後
、

　
　
　
　
　熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

23
時
2
分
▼
熊
本
市
消
防
局
到
着
後
、

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
へ
出
場

　
　28
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　43
分
▼
震
度
6
強
地
震
発
生

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
到
着

0
時
24
分
▼
益
城
町
役
場
へ
出
場

　
　30
分
▼
益
城
町
役
場
到
着

　
　47
分
▼
木
山
地
区
へ
出
場

　
　50
分
▼
木
山
地
区
到
着
、
活
動
開
始

2
時
38
分
▼
救
出
完
了

さ
か

さか あき ひろいあ
き
ひ
ろ

い

4
月
14
日（
第
1
次
派
遣
指
揮
隊
出
場
時
系
列
）

21
時
26
分
▼
震
度
7
地
震
発
生（
前
震
）

22
時
5
分
▼
熊
本
県
が
消
防
庁
へ

　
　
　
　
　緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請

　
　7
分
▼
震
度
6
弱
地
震
発
生

　
　11
分
▼
全
職
員
参
集
に
よ
る

　
　
　
　
　第
3
警
備
態
勢
発
令

　
　22
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　27
分
▼
指
揮
隊
、
熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

　
　38
分
▼
震
度
5
地
震
発
生

　
　50
分
▼
熊
本
市
北
消
防
署
経
由
に
て

　
　
　
　
　情
報
収
集
後
、

　
　
　
　
　熊
本
市
消
防
局
へ
出
場

23
時
2
分
▼
熊
本
市
消
防
局
到
着
後
、

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
へ
出
場

　
　28
分
▼
震
度
4
地
震
発
生

　
　43
分
▼
震
度
6
強
地
震
発
生

　
　
　
　
　益
城
西
原
消
防
署
到
着

0
時
24
分
▼
益
城
町
役
場
へ
出
場

　
　30
分
▼
益
城
町
役
場
到
着

　
　47
分
▼
木
山
地
区
へ
出
場

　
　50
分
▼
木
山
地
区
到
着
、
活
動
開
始

2
時
38
分
▼
救
出
完
了
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今
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

　
熊
本
県
や
大
分
県
な
ど
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
熊
本
地
震
」。
益
城
町
に

あ
る
清
掃
施
設
「
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

益
城
町
・
嘉
島
町
・
西
原
村
の
ご
み
を
処

理
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
地
震
で
大

き
く
被
災
し
、ご
み
処
理
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
熊
本

市
で
も
、
市
内
に
２
施
設
あ
る
ご
み
処
理

施
設
の
う
ち
１
施
設
が
被
災
し
、
残
る
１

施
設
だ
け
で
は
、
ご
み
の
処
理
が
追
い
付

か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ
10
日
後
の
４
月

25
日
、当
組
合
が
管
理
す
る
玉
東
町
の
「
東

部
環
境
セ
ン
タ
ー
」、
長
洲
町
の
「
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
」
に
て
、
被
災
し
た

２
施
設
か
ら
の
生
活
ご
み
の
受
け
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。
６
月
17
日
ま
で
の
お
よ
そ

２
か
月
間
、
組
合
が
処
理
し
た
可
燃
ご
み

の
量
は
、
約
5
6
8
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。

こ
の
膨
大
な
量
の
ご
み
を
ス
ム
ー
ズ
に
処

理
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
住
民
の
皆

様
や
事
業
所
の
方
々
の
ご
み
減
量
化
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。
現
在
、
ご
み
を
受

け
入
れ
て
い
た
被
災
し
た
２
施
設
は
、
５

月
末
に
は
、再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

始
め
よ
う

　思
い
や
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
熊
本
地
震
の
復
興
に
向
け
た
活
動
は
ま

だ
続
い
て
い
ま
す
。「
何
か
し
た
い
け
れ
ど

ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
」「
継
続
し

て
復
興
に
貢
献
出
来
る
こ
と
が
し
た
い
」

と
い
う
皆
様
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
り
、
紙
類
は
燃
え
る
ご
み
で
は

な
く
「
そ
の
他
紙
類
」
と
し
て
分
別
し
た

り
と
、
簡
単
な
こ
と
で
ご
み
は
減
ら
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。
熊
本
の
未
来
の
た
め
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

益城クリーンセンター　災害ごみ仮置き場

熊本市東部環境工場　災害ごみ仮置き場

災害ごみ回収へ向かう収集車

益城クリーンセンター　災害ごみ仮置き場

熊本市東部環境工場　災害ごみ仮置き場

災害ごみ回収へ向かう収集車被災地域から運ばれてきた収集車の並ぶ光景被災地域から運ばれてきた収集車の並ぶ光景

半
年

熊
本
地
震
か
ら
半
年

　手
を
つ
な
ご
う
、
熊
本
の
た
め
に

ARIAKE FIRE DEPAMEN
T－

AR
IAKE FIRE DEPAMENT－特集特集



”だれか”のために
　　　　　出来る”リサイクル”
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婚

　
　活

財

　
　政

消
防
本
部

環

　
　境

【環境標語】 ゴミ拾い　地球もぼくも　ぴっかぴか　《特選／奥村  悠太（おくむら ゆうた）さん　小天東小》

今
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

　
熊
本
県
や
大
分
県
な
ど
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
熊
本
地
震
」。
益
城
町
に

あ
る
清
掃
施
設
「
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

益
城
町
・
嘉
島
町
・
西
原
村
の
ご
み
を
処

理
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
地
震
で
大

き
く
被
災
し
、ご
み
処
理
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
熊
本

市
で
も
、
市
内
に
２
施
設
あ
る
ご
み
処
理

施
設
の
う
ち
１
施
設
が
被
災
し
、
残
る
１

施
設
だ
け
で
は
、
ご
み
の
処
理
が
追
い
付

か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ
10
日
後
の
４
月

25
日
、当
組
合
が
管
理
す
る
玉
東
町
の
「
東

部
環
境
セ
ン
タ
ー
」、
長
洲
町
の
「
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
」
に
て
、
被
災
し
た

２
施
設
か
ら
の
生
活
ご
み
の
受
け
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。
６
月
17
日
ま
で
の
お
よ
そ

２
か
月
間
、
組
合
が
処
理
し
た
可
燃
ご
み

の
量
は
、
約
5
6
8
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。

こ
の
膨
大
な
量
の
ご
み
を
ス
ム
ー
ズ
に
処

理
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
住
民
の
皆

様
や
事
業
所
の
方
々
の
ご
み
減
量
化
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。
現
在
、
ご
み
を
受

け
入
れ
て
い
た
被
災
し
た
２
施
設
は
、
５

月
末
に
は
、再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

始
め
よ
う

　思
い
や
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
熊
本
地
震
の
復
興
に
向
け
た
活
動
は
ま

だ
続
い
て
い
ま
す
。「
何
か
し
た
い
け
れ
ど

ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
」「
継
続
し

て
復
興
に
貢
献
出
来
る
こ
と
が
し
た
い
」

と
い
う
皆
様
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
り
、
紙
類
は
燃
え
る
ご
み
で
は

な
く
「
そ
の
他
紙
類
」
と
し
て
分
別
し
た

り
と
、
簡
単
な
こ
と
で
ご
み
は
減
ら
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。
熊
本
の
未
来
の
た
め
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

益城クリーンセンター　災害ごみ仮置き場

熊本市東部環境工場　災害ごみ仮置き場

災害ごみ回収へ向かう収集車

益城クリーンセンター　災害ごみ仮置き場

熊本市東部環境工場　災害ごみ仮置き場

災害ごみ回収へ向かう収集車被災地域から運ばれてきた収集車の並ぶ光景被災地域から運ばれてきた収集車の並ぶ光景

半
年

熊
本
地
震
か
ら
半
年

　手
を
つ
な
ご
う
、
熊
本
の
た
め
に

ARIAKE FIRE DEPAMEN
T－

AR
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ビーズ玉で作るブレスレット

慰霊祭の様子
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婚

　
　活

介
護
保
険

消
防
本
部

TO
P
IC
S

【環境標語】 ごみへらし　心も地球も　ピッカピカ　《特選／中島  風花（なかしま ふうか）さん　山北小》

第
17
回
東
部

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

　
リ
サ
イ
ク
ル
を
身
近
に
感
じ
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
、
参
加
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
も
よ
お
し
も
の
】

○
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
講
座

　
・
ビ
ー
ズ
玉
で
作
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

　
・
自
転
車
発
電

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
40
店

○
リ
サ
イ
ク
ル
大
抽
選
会

○
構
成
市
町
物
産
コ
ー
ナ
ー
　
他
多
数

【
と
き
】

　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】

　
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

　
玉
名
郡
玉
東
町
木
葉
３
８
６
番
地

【
問
合
せ
先
】

　
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
（
０
９
６
８
）
７
５

-

５
０
５
０

「
広
報
あ
り
あ
け
」
に

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　
組
合
で
は
、
「
広
報
あ
り
あ
け
」
に

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
規
格
・
掲
載
料
（
１
回
）
】

Ａ
　
縦
５
㎝ 

× 

横
16
㎝
…
５
万
円

Ｂ
　
縦
５
㎝ 

× 

横
８
㎝
…
２
万
５
千
円

【
発
行
月
】
10
月
号
・
１
月
号

「
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
掲
載
料
は
月
額
４
千

円
。
申
し
込
み
の
際
は
申
請
書
に
要
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
担
当

課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ
ナ

ー
画
像
や
リ
ン
ク
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
は
事
前

に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
】

　
〒
８
６
５
・
０
０
０
５

　
玉
名
市
玉
名
２
１
５
７
番
地
３
２

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
課

　
　
（
０
９
６
８
） 

７
２

-

５
８
８
５

玉
名
斎
場

　
　
慰
霊
祭
の
ご
案
内

い
れ
い

　
玉
名
斎
場
で
火
葬
さ
れ
た
多
く
の
御

霊
を
慰
め
る
た
め
、
慰
霊
祭
を
行
い
ま

す
。

　
式
は
無
宗
教
に
て
献
花
の
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
献
花
は
当
組
合
に

て
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
遺
族
の
方
は
心
置
き
な
く
ご
参

列
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】

　
10
月
８
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

【
と
こ
ろ
】

　
玉
名
斎
場

　
　
玉
名
市
青
野
１
８
６
２
番
地
１

【
問
合
せ
先
】

　
業
務
管
理
課

　
　
（
０
９
６
８
）
７
２

-

５
８
８
５

あ
ら
た
ま
満
喫

　
　
　
　
恋
活
ツ
ア
ー

　
秋
の
風
が
気
持
ち
よ
く
吹
き
わ
た
る

11
月
初
旬
。
ほ
ど
よ
く
都
市
で
ほ
ど
よ

く
田
舎
、
風
情
あ
る
街
並
み
を
残
す
あ

ら
た
ま
２
市
４
町
エ
リ
ア
を
満
喫
し
な

が
ら
、
旅
と
出
逢
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
今
回
の
募
集
は
男
性
限
定
。

　
女
性
は
福
岡
県
か
ら
の
ご
参
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
違
っ
た
土
地
で
暮
ら
し

て
き
た
相
手
と
の
新
鮮
な
会
話
や
交
流

を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
験
さ
れ
て
く

だ
さ
い
♪

　
ま
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
事
前
講
習
会
を
受
け
て

い
た
だ
く
の
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
己
P
R
の
苦

手
を
克
服
し
、
自
分
力
を
大
幅
U
P
さ

せ
て
、
最
高
に
楽
し
め
る
ツ
ア
ー
に
し

ま
し
ょ
う
！

【
と
き
】

　
11
月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）

【
事
前
講
習
会
】

　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
9
時
〜

　
和
水
町
中
央
公
民
館

【
参
加
費
】

　
男
性
　
1
0,
0
0
0
円

【
締
切
】

　
10
月
20
日
（
木
）
　
正
午
ま
で

【
資
格
】

　
独
身
の
男
性
20
歳
後
半
〜
40
歳
前
半

　
25
名
（
抽
選
）

※
荒
尾
市
か
玉
名
郡
市
に
お
住
ま
い

か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
。

※
会
員
登
録
が
必
要
。
（
当
日
入
会
可

能
、
登
録
料
無
料
）

※
10
月
27
日
（
木
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　
荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー

　
（
０
９
６
８
） 

７
８

-

２
５
４
３

○
メ
ー
ル

a
ra

o
.ta

m
a

n
a

.k-s-c
@

w
ish

.o
c
n

.n
e

.jp

○
受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

○
定
休
日

　
火
曜
日
、
水
曜
日

な
ぐ
さ
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＞
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＜
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＞
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築
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 TEL（
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有明広域行政事務組合
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森  和美 長田  享
①玉名市　②20歳　③音楽鑑賞

もり な が た すすむか ず み

①長洲町　②26歳　③釣り

開  大地 西嶋  輝一朗
①玉名市　②19歳　③野球 ①荒尾市　②22歳　③フットサル

糸永  祐章
①玉名市　②24歳　③釣り

平
成
28
年
度

新
規
採
用
職
員
紹
介

新
規
採
用
職
員
と
し
て
一
般
職
員
２
名
、

消
防
職
員
３
名
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地
　
②
年
齢  

③
趣
味

新
規
採
用
職
員
と
し
て
一
般
職
員
２
名
、

消
防
職
員
３
名
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地
　
②
年
齢  

③
趣
味

ARIAKE FIRE DEPAMEN
T－

AR
IA

KE FIRE DEPAMENT－特集特集 熊本地震から半年熊本地震から半年

ストップ・ザ・温暖化ストップ・ザ・温暖化
～未来へつなぐ～

　
組
合
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
第
３
期
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
３
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
27
年
度
は
猛
暑
や
台
風
の
影
響
を
受
け
、
複
数
の
項
目
で

数
値
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
軽
油
利
用
の
大
幅
削
減
を
達
成
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
削
減
が
大
き
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
の
成
果
が
出
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
結
果

《項目別状況》 ※平成23年度(基準年度)比較

温室効果ガス
排出項目

平成23年度
(kg)

平成27年度
(kg)

増　減　量
(kg) 増　減　率

ガソリン

灯 油

軽 油

Ａ 重 油

Ｌ Ｐ Ｇ

電 気

廃プラスチック類

自動車走行

廃棄物焼却量

し尿処理量

合 計

126,465

1,710,124

80,354

855,969

17,394

3,681,418

8,353,488

4,151

418,837

38,420

15,286,620

120,640

1,678,860

48,069

767,481

22,285

3,250,470

7,145,909

4,440

437,897

34,352

13,510,403

-5,825

-31,264

-32,285

-88,488

4,891

-430,948

-1,207,579

289

19,060

-4,068

-1,776,217

-4.6%

-1.83%

-40.17%

-10.33%

28.11%

-11.7%

-14.45%

6.96%

4.55%

-10.59%

-11.61%

　
組
合
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
第
３
期
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
３
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
27
年
度
は
猛
暑
や
台
風
の
影
響
を
受
け
、
複
数
の
項
目
で

数
値
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
軽
油
利
用
の
大
幅
削
減
を
達
成
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
削
減
が
大
き
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
の
成
果
が
出
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

ひらき にしじま いとなが ひろあきこういちろうだ い ち


